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oysters in nucleus inserting operation and diameters of pearls obtained from experiments  
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To measure relationship between each organ weight of piece oysters in nucleus inserting 
operation and diameters of pearls obtained from experiments, the pearl production experiments 
were concluded in Tsushima Island and Sasebo, Nagasaki Prefecture from June 2008 to January 
2009 and from August 2008 to February 2009, respectively. The diameter of pearls was positively 
correlated with shell length, shell weight and carbonic anhydrase activity of piece shells. Above 
results suggest that using high growth peace oysters for operation can be effective in improving the 
production efficiency of high nacre thickness pearl. 
   
近年，日本産アコヤガイ真珠の単価は淡水真珠

および南洋真珠の生産量の増加による市場の競合

1)や景気低迷が影響して，著しく低下している。

そのため，真珠養殖業は養殖規模の縮小や廃業に

追い込まれるなど危機的な状態にある。その技術

的な対策として，真珠養殖業界では高品質真珠の

生産性を高めることが重要な課題と位置づけられ

ている。 

真珠の品質を決定する要素には，形状，大きさ，

真珠層の厚さ(巻き)，色彩，キズの有無等がある。

そのうち，色彩に関する研究 2,3）は多く行われ，

色彩は施術時にピース貝から移植される外套膜小

片（以下，ピースと略す）の黄色色素分泌能に大 

きく影響を受けることがわかっている。3) 筆者は 

ピース貝生産用親貝の選別指標に殻体真珠層の黄

色色素量 4） と併せて干渉色の赤色を用いること

で，実体色が白色で干渉色がピンク色の高品質真

珠の出現率が高まることを報告した。5）長崎県持

続的真珠養殖生産確保緊急対策協議会では，この 

1 長崎県真珠養殖漁業協同組合 

2 対馬真珠養殖漁業協同組合 

 

報告を基に生産したピース貝(試験区)の実用性を 

検討するため，市販ピース貝(対照区)との真珠生

産の比較試験が行われた。その結果，試験区の真

珠は色彩では対照区のそれより評価は高かったが，

大珠真珠(8 mm 以上の真珠)の出現率は低く巻き

が薄かった(未発表)。この結果は，真珠の巻きが

ピースの真珠分泌能の影響を受ける可能性を示唆

するものであり，色彩に加え巻きが良い真珠を生

産するピース貝の作出技術を開発する必要がある

と考えられた。真珠の巻きはピースから形成され

た真珠袋に栄養素を供給する施術貝の栄養状態が

大きく影響されると考えられているが，ピース貝

の真珠分泌能との関連についての知見は少ない。

3,6） そこで，巻きが厚い真珠を生産するための基

礎知見を得る目的で，施術時に使用したピース貝

と終了時における施術貝の各部重量，殻長等の特

徴と生産した真珠の巻き（真珠径）との関係を調

べ，若干の知見を得たので報告する。 

 真珠生産試験は対馬市豊玉町嵯峨と佐世保市 
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浅子の地先漁場(以後，それぞれ対馬市および佐世 

保市と略す)で，それぞれ 2008 年 6 月から 2009

年 1月の間(以後，試験 1と略す)と 2008年 8月か

ら2009年2月の間(以後，試験2と略す)に行った。

試験 1では，長崎県真珠養殖漁業協同組合の種苗

センター(以後，センターと略す)で生産して対馬

市で 1 年 2 ヶ月間飼育した貝[全重量:22.5±0.1 

g(SE) ]210 個体に，ピース貝［殻長 53.6±0.4 

mm(SE)，全重量 14.5±0.3 g(SE)]35 個体の左殻

から各 6片のピースを採取して 6.36 mmの核とと

もに施術した。試験 2では，センターで生産して

佐世保市で 1年 5ヶ月間飼育した貝[全重量:30.2

±0.1 g(SE) ]324個体に，ピース貝[殻長 59.1±

0.8 mm(SE)，全重量 16.0±0.5 g(SE)]54 個体の

左殻から各 6片のピースを採取して 6.36 mmの核

とともに施術した。なお，試験 1,2で使用したピ

ース貝は，民間の種苗生産施設から購入し，対馬

市および佐世保市でそれぞれ 1年および 1年 2ヵ

月間飼育した同系統の貝である。 

供試貝（ピース貝と施術貝）は殻長を測定後，

開殻して殻，軟体部および内臓部等の重量を測定

した。全重量は殻と軟体部重量の和とした。内臓

部は軟体部から鰓，外套膜，閉殻筋，斧足および

足糸を取り除いた部分とした。さらに，ピース貝

については試験 1では外套膜の重量および厚さを，

試験 2では炭酸脱水酵素活性を測定した。施術貝

は血清タンパク質含量を測定した。炭酸脱水酵素

活性および血清タンパク質含量は開殻前の供試貝

の閉殻筋から注射筒で血リンパを約0.2 ml採取し，

5,000 rpmで 10分間遠心分離した後，得られた上

清 100 μlを試料に用い，それぞれ西川ら 7)およ

びブラッドフォード法（Bio-Rad 社製 Protein 

Assay Kit）により測定した。各試験の終了時には

斃死個体を確認し，生存個体から真珠を採取した。

その後，稜柱層および有機質等を含む真珠は除き，

商品として販売が可能な真珠(以後，商品真珠と略

す)の直径（巻き）を測定した。測定項目間の相関

は母相関係数の検定を用い，8）有意水準は p≦0.05

とした。 

 試験 1,2における終了時の生残率，商品真珠の

割合および平均直径（最大値および最小値）は，

試験 1 でそれぞれ 86.7％，92.3％および 7.15±

0.03(SE) mm(8.18 mmおよび 6.40 mm)，試験 2で

87.0％，74.5％および 7.28±0.03(SE) mm (8.39 mm

および 6.40 mm)であった。 

試験 1,2で使用したピース貝の各部重量等と生

産した真珠の直径との関係を Table 1, Fig.1に示

す。ピース貝の殻長，殻重量および炭酸脱水酵素

活性(試験 2のみ測定)が高いほど真珠直径は大き

い傾向がみられ，正の相関が認められた(p≦0.05)。

しかし，ピース貝の全重量，軟体部，外套膜，閉

殻筋および内臓部の重量ならびに外套膜の厚みと

真珠直径との間には明確な関係は認められなかっ

た(p＞0.05)。試験 1,2の終了時における施術貝の

各部重量等と生産した真珠の直径との関係を

Table 2 に示す。施術貝の殻長，全重量，殻，軟

体部，閉殻筋および内臓部の重量や血清タンパク

質含量と真珠直径との間には正の相関が認められ

た(p≦0.05)。 

 ピース貝と真珠の巻きでは左右の外套膜やその

部位と巻きとの関係について報告されているが， 

3,6） 真珠の巻きは真珠袋に栄養素を供給する施術

貝の栄養状態が大きく影響されると考えられてい

る。3） 本試験は巻きが厚い真珠を生産するピース

貝を作出することを目的に，その基礎知見として，

施術時に使用したピース貝の各部重量等と生産し

た真珠の直径との関係を調べた。その結果，ピー

ス貝の殻長，殻重量および真珠層の形成に関与す

る炭酸脱水酵素 9)の活性が高くなるに従い，生産

した真珠の直径は大きい傾向を示し(p≦0.05)，ピ

ース貝の真珠分泌能は真珠袋を形成後も維持され

るとする和田 3)の報告を支持した。施術貝の栄養

状態を示す血清タンパク質含量 10,11)や各部重量と

真珠直径との関係については，養殖期間中に栄養

状態が良く高成長の施術貝ほど生産した真珠の直

径は大きい傾向がみられた(p≦0.05)。従って，真

珠の巻きには施術貝の栄養状態とともに，ピース

貝については施術時に殻体の成長が良い個体を用

いることで，巻きが厚い真珠の出現率が高まるこ

とがわかった。さらに，巻きが厚い真珠を生産す 
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るピース貝の作出では，殻長，殻重量および炭酸

脱水酵素活性が親貝選別指標として利用できる可

能性がある。 

 

    

 

Shell Total body Shell Soft tissue Internal organ Adductor muscle Pallium Pallium Enzymatic

Experiment  length weight weight weight weight weight weight thickness activityc

Correlation (r ) 0.243 0.140 0.170 0.054 0.112 -0.066 0.033 -0.032 -

 1 a

(n=168) Risk rate (p ) <0.01 0.069 0.027 0.478 0.145 0.391 0.663 0.678 -

Correlation (r ) 0.258 0.138 0.233 -0.058 -0.242 0.374 - - 0.187

2 b

(n=210) Risk rate (p ) <0.01 0.044 <0.01 0.399 <0.01 <0.01 - - 0.043

a: Pearl production experiment conducted from June 2008 to January 2009 at Tsushima, Nagasaki prefecture

b: Pearl production experiment conducted from August 2008 to February 2009 at Sasebo, Nagasaki prefecture.

c: carbonic anhydrase

No date

Table 1. Different body characteristics and the enzymic activity of pearl oysters used as piece shells

in nucles implantation and their correlations to the diameters of pearls produced in experiment 1 and 2.

Shell Total body Shell Soft tissue Internal organ Adductor muscle Serum protein 
Experiment  length weight weight weight weight weight content

Correlation (r ) 0.354 0.528 0.574 0.412 0.347 0.226 0.303

 1 a

(n=168) Risk rate (p ) <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

Correlation (r ) 0.423 0.523 0.521 0.455 0.436 0.43 0.447

2 b

(n=210) Risk rate (p ) <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

a: Pearl production experiment conducted from June 2008 to January 2009 at Tsushima, Nagasaki prefecture.

b: Pearl production experiment conducted from August 2008 to February 2009 at Sasebo, Nagasaki prefecture.

Table 2. Shell lengths and weights of the different body parts of nucleated oysters at the end of 

the experiment (1 and 2), and their correlations to the diameters of pearls produced.

Fig.1 .  The pearl diameter in relation to the shell length, shell weight and carbonic anhydrase
activity of pearl oysters used as piece shells.
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